
 
 

 

 

 

 

 

 

 

巻頭言 
「シリコン材料・デバイス研究会の活動」 
 

シリコン材料・デバイス研究専門委員会 委員長 

堀口文男 （東洋大学コンピュテーショナル工学科） 

 

 シリコン材料・デバイス研

究専門委員会は半導体・トラ

ンジスタ研究専門委員会を

前身として 1987 年に名称変

更している。当時の委員長か

らお聞きしたところによれ

ば、シリコンをベースにした

研究会とするためにこのようなネーミングとな

ったとのことである。そのシリコン関連の半導体

LSI 技術も諸先輩方の努力により円熟の域となり、

リーク電流の問題や微細化限界への絶えざる挑

戦を続けている。シリコンに替わる LSI 材料・デ

バイスはいまだに無いといってよい。むしろ、ユ

ビキタス情報通信時代に向けさらに、その適用範

囲を広げている。最近では、シリコンで培われた

技術を TFT トランジスタや、有機材料を用いたト

ランジスタ、MEMS、バイオなどへ応用し、さら

に LSI の適用範囲を広げる努力が行われている。

これらの進展が進めば、シリコンを中心とした

LSI 技術もさらに新たな広がりを持つようになろ

う。まさにユビキタスコンピューティングの到来

となると思われる。 

 さて、当シリコン材料・デバイス研究専門委員

会と電子デバイス研究専門委員会が、大韓電子工

業会との共催で、合同研究会を毎年韓国と日本で

交互に開催している。今年は、電子デバイス研究

専門委員会のお骨折りにより日本での開催であ

り、皆様の多くの方の参加をお願いしたいと考え、

ここに紹介したい。この研究会は AWAD

（ Asia-Pacific Workshop on Fundamentals and 

Application of Advanced Semiconductor Devices）と

呼んでいる。当初 1993 年に発足したときには、

韓国・日本のみの参加であったが、2000 年から化
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合物にも対象を広げ、最近では、中国、台湾から

の参加も行われている。 50 件ほどの発表と 100

人ほどの参加者であるが、日本からの発表がだん

だん少なくなっていることは残念なことである。

韓国、中国の大学・学生からの発表にむしろ勢い

を感じている。日本もさらに、勢いを取り戻して

いくことを切に願うものである。本研究会では、

発表後にポスターセッションで発表者から内容

を詳しく聞く機会があり、より議論を深めること

が可能となっている。発表で聞き逃したことなど

も聞くことができいろいろな情報交換が可能で

ある。また、研究会で発表した内容の論文投稿を

お願いし英文論文誌の特集号を発行している。活

発な討論をして、論文の質を高め、これを英文論

文として投稿するという一連の流れができてい

る点は、学会活動として評価できるシステムでは

なかろうか。 

 この例に限らず、さらに半導体の進展を願い、

いろいろな工夫を仕掛けていくことが重要であ

ろう。 今後の半導体技術の革新には、本学会員

ほか多くの半導体技術者の英知が必要で今後の

学会活動等での産学官連携が必須である。今後の

学会活動の活性化を願い、皆様のご協力・ご尽力

をお願いする次第である。 

 
 
著者略歴: 
昭和５１年 東工大工・電子システム・修士課程

修了、 

昭和５６年 工博（東工大）、 

昭和５６年～平成８年（株）東芝、ULSI 研究所、

最先端 DRAM 技術開発． 

平成９年～１２年 米国 IBM Eastfishkill２５６

MDRAM 製品開発． 

平成１２年 （株）東芝 セミコンダクター社 

マイクロエレクトロニクス研究所 主幹． 

平成１３年 （株）東芝 技術企画室 参事． 

平成１５年 （株）東芝 SoC 研究開発センター 

SoC 戦略企画室 参事． 

平成１７年 東洋大学 工学部 コンピュテー

ショナル工学科 教授． 

 

 

 

 

平成 16 年度学術奨励賞受賞記 

 

原島 正幸（長岡技科大） 

 

この度は伝統ある学

術奨励賞を授与頂き，

大変光栄に存じます．

ご推薦下さいました学

会関係の皆様方には深

く御礼申し上げます．

また，本研究の遂行に

あたりまして，ご指導

下さいました長岡技術

科学大学電気系の安井寛治助教授，様々なご助

言・ご指導，ご協力下さいました沢山の方々に対

しこの場をお借りして厚く御礼申し上げます． 

今回，受賞の対象となりました「Si(001)-c(4×

4)テンプレート基板作製に向けた表面構造解析」

で述べられている技術は，Si(001)表面上への有

機ケイ素化合物を用いたシリコンカーバイド

（SiC）成長初期において形成される，c(4×4)表

面再構成構造を量子ドット形成技術へのテンプ

レートとしての利用を目指したものです．近年の

ナノテクノロジーの進歩に伴い，リソグラフィー

に代表されるトップダウン的なナノ構造形成に

おける加工寸法は日々微細化する一方で，材料固

有の性質を利用した自己組織化現象は大量生産

に向けて重要なテーマであるといえます．こうし

たボトムアップ的な構造形成では基板表面に生

じる歪がサイズ等のパラメーターに非常に大き

な影響を与えることが知られています．例えば，

Si 上のⅣ族高効率発光デバイス形成のための要

素技術である Ge 量子ドット形成ではドット成長

以前に微量の炭素を堆積し，意図的に歪を導入し

3 次元成長を促して高密度化を達成しています． 



 そこで本研究では，Si(001)-2×1 清浄表面にお

いて歪に起因して形成される c(4×4)構造形成過

程の原子スケールでの解析を通じ，原料として用

いたモノメチルシラン（MMSi）の基板上での分解

に伴う炭素拡散と表面構造変化の関係について

明らかにしました．その中で，c(4×4)構造形成

時に初期表面に含まれるダイマー欠損等の欠陥

密度の減少およびステップバンチングの発生と

いったテンプレート基板として優位であると考

えられる特性が MMSi を利用することにより同時

に得られることが分かりました．このような MMSi

を用いた c(4×4)構造形成時に特有な現象は，原

料中に含まれる炭素原子の拡散に起因する表面

層での歪の発生，Si 原子および水素原子による

Si 表面上でのステップフロー成長の達成による

結果であると考えられます．また，このステップ

バンチングは Si(001)基板をダイマー方向即ち

<011>方向に傾け研磨した微傾斜基板の利用によ

り直線化，また基板温度によりその度合いが制御

可能であり，このような基板を量子ドット形成用

のテンプレートとして用いることにより，例えば

Ge ドット形成における高密度化のみならずステ

ップエネルギーを利用した量子ドットの配列制

御等への応用が期待出来る技術であると思われ

ます． 

 今後も，今回の受賞を励みに産業応用へと繋が

る基礎研究を進め，社会へ少しでもお役に立てる

よう精進してまいりますので，皆様のご指導，ご

鞭撻の程，宜しくお願いいたします． 

 

著者略歴： 

昭和５３年８月２９日生まれ， 

平成１３年長岡技術科学大学工学部電子機器工

学課程卒業， 

平成１５年同大学院工学研究科電子機器工学専

攻修士課程修了， 

平成１８年同大学院工学研究科材料工学専攻博

士後期課程在学中． 

 

 

 

 

 

エレクトロニクスソサイエティ第四回運営委員

会の概要 

 

平成１７年度第４回エレクトロニクスソサイエ

ティ運営委員会が、中沢ソサイエティ会長、保立

次期ソサイエティ会長以下、運営委員会メンバー

の参加を得て、１月２４日 16:00～19:30、機械振

興会館において開催され、以下のような審議・報

告が行われた。 

 

◆前回議事録の確認 

 

◆理事会報告 

z 会費前納制の導入、論文誌オンライン化と無

料配付論文誌の取扱い、学会資産運用などに

ついて理事会の審議内容が紹介された。 

 

◆ソサイエティ連絡会報告 

z 独立採算化に向けた各ソサイエティの取り

組み状況の紹介。ソサイエティ繰越金を資本

金とするなどの提案状況紹介。 

z 論文誌のオンライン化による支出削減見込

みの情報交換を報告 

 

◆エレクトロニクスソサイエティ独立採算化準

備委員会報告 

z エレクトロニクスソサイエティ運営規程の

改定案が承認された。 

 

◆会計 

z 収支状況（１１月末）報告 

  順調に推移している旨、説明された。 

z 平成 18 年度「その他事業費予算案」 

「ＥＳ賞、レター論文賞、ＥＬＥＸ賞」の

賞金額の改訂に基づき予算案（80 万円）を

承認。「その他事業費」合計額は、5,848,000

円となった。 



z 平成 18 年度予算案に関する審議 

オンライン化による論文誌経費の減少効果

が現れていないことについて質疑。 

ページ数増による経費増（論文誌の活性化）

と紙ベースも残るため経費減少は限定的に

なるなどの理由が挙げられた。論文誌経費

の構造について明らかにするよう依頼があ

った。 

 

ソサイエティ活性化基金申請「研究会での

学生研究者への奨励賞設置」は否決された。 

活性化基金の趣旨に沿わないという指摘や

学生の表彰は単年度では不公平との意見が

あった。 

 

◆会員事業 

z エレクトロニクスソサイエティ各種選奨に

対する賞金の改正 

本部の業績賞、論文賞、学術奨励賞の賞金

額を参考に複数案が提示され、ＥＳ賞を 15

万円、レター論文賞を 5 万円、ＥＬＥＸ賞

を 10 万円とする C 案が承認された。 

z フェロー関連 

候補者の推薦状況が報告された。 

z エレクトロニクスソサイエティ賞関連 

応募状況が報告された。 

z ニューズレターの発行月および主要テーマ 

提案通り承認。発行回数を年４回に削減す

るので内容充実を図るように要求があった。 

 

◆国際事業関連 

z 協賛申請 

第 4 回ホットワイヤーCVD（Cat-CVD）プロ

セス国際会議の協賛申請が承認された。 

z 2006 年アジア・パシフィックマイクロ波会議

（APMC2006） 

すでに主催が承認されている標記会議に、

European Microwave Association（EuMA）

が協賛団体として増えたことが承認された。 

 

◆大会関連 

前回承認済みの海外招待講演者対する旅費

補助金額が修正後再承認された。 

 

◆研究専門委員会関連（各委員長から） 

z ポリマー光回路時限研究専門委員会 
活動報告および設立申請： 

第2期の活動を18年4月から始めるために、

第１期の活動報告および設立申請がなされ

た。第１期が終了した後、正式な活動報告

をするということで承認された。 
z マイクロ波研究会 

12/8 に開催された「有料講習会」の報告が

なされた。 

また、ソサイエティ独立採算化に向け、「有

料講習会」等の研究専門委員会の２種活動、

ソサイエティ事業を充実させたいとの意見

があった。 

 

 

エレクトロニクスソサイエティでは、次号より

ニューズレターの発行を年四回に改正します。 

次号は２００６年７月発行予定です。 

 

 

 

（会員事業担当: 森塚） 
 

 


